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Ⅲ 基本計画  第2章  重点施策

　アジア諸国との近接性と平穏で深い水深を持つ西九州随一の良港である伊万里港の強みをいか

し、国際コンテナ航路の維持拡大や集荷活動の強化に取り組み、国際物流拠点としての地位の向

上を図ります。

　新規荷主を開拓し輸出入取扱貨物の増大を図るため、積極的なポートセールスを展開します。

　関係機関との連携により伊万里港の長期構想の策定を促進し、浦ノ崎地区廃棄物処理用地の利

活用を促進するとともに洋上風力発電に関係する企業の誘致などに取り組みます。

　国際コンテナ航路の維持拡大や集荷活動の強化に向け、国・県への積極的な要望活動を進め、港

湾機能の拡充を図ります。

　市民アンケートでは、「港湾の活用」について約50%の市民がわからないと回答しており、伊万

里港についての市民意識の向上を図るため、海に親しむ公園等の整備や伊万里港を活用したイベ

ントの開催等を行います。

◦取組事例

◦ 荷主や船社等の訪問、伊万里港セミナーの
実施

❶ ポートセールスの充実

◦ 港湾計画策定の促進
◦ 浦ノ崎地区廃棄物処理用地の利活用の促進
◦ 洋上風力発電に関係する企業などの誘致

❷ 伊万里港の長期構想策定の促進

◦ コンテナヤードや臨港道路等の整備促進
◦ 国際コンテナ航路の維持拡大や集荷活動の

強化
◦ 東南アジアや台湾との直接航路の誘致

❸ 港湾機能の強化

◦ 海に親しむ公園等の整備
◦ 伊万里港を活用したイベントの開催
◦ 海洋レジャー等の体験スポットの周知

❹ 港への市民意識の向上

STEP重点施策 ❹ 世界に向けた港湾都市
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№ 指　　　　　標 単位 実績値 目標値
（R8）

1 港湾の活用に「満足」、「どちらかといえば満足」している人
の割合 ％ 31.4

（R3） 40.0

2 コンテナ貨物の取扱量 TEU 37,458
（R3） 43,000

3 荷主等へのポートセールスの活動回数 回 1
（R3）

8
（累計）

4 伊万里港を活用したイベントの開催数 回 1
（R3）

4
（累計）

◦まちづくりの指標
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